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栃
木
県
は
、
日
本
一
の
大
麦
生
産
地
。
国
内
産
大
麦
の
約
４
分

の
１
が
栃
木
県
産
で
す
。
大
麦
の
う
ち
、
ビ
ー
ル
醸
造
に
使
わ

れ
る
二
条
大
麦
（
ビ
ー
ル
麦
）
の
生
産
量
は
、
１
９
１
７
年
以

降
ず
っ
と
日
本
一
（
栃
木
県
農
業
試
験
場
調
べ
）。
栃
木
県
は
、

ま
さ
に
ビ
ー
ル
麦
王
国
な
の
で
す
。
そ
の
ビ
ー
ル
麦
王
国
・
栃

木
に
は
、
地
域
と
密
着
し
た
地
産
地
消
の
ビ
ー
ル
を
造
る
、
こ

だ
わ
り
の
ビ
ー
ル
職
人
（
ブ
ル
ワ
ー
）
た
ち
が
い
ま
す
。
昨
年

秋
に
は
、栃
木
の
地
ビ
ー
ル
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
と「
栃

木
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
推
進
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
情
報
発
信

や
、
新
商
品
開
発
な
ど
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
な
お
栃
木
県

で
は
、「
食
」を
テ
ー
マ
に
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す「
フ
ー

ド
バ
レ
ー
と
ち
ぎ
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
の
一
環

と
し
て
「
日
本
一
の
ビ
ー
ル
麦
」
と
「
日
本
一
の
イ
チ
ゴ
」
を

活
用
し
た
２
種
類
の
ビ
ー
ル
「
栃
木
県
庁
ビ
ー
ル
」
を
、
同
推

進
協
議
会
の
協
力
で
つ
く
り
ま
し
た
。
７
月
26
日
に
県
庁
を
会

場
に
開
催
す
る
「
食
の
夏
ま
つ
り
」
で
、
イ
チ
ゴ
を
使
用
し
た

「
栃
木
県
庁
ビ
ー
ル
」
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

「栃木県庁ビール」

栃木マイクロブルワリー
横須賀　貞夫　さん

ブレストンエールブルワリー
菊地　明　さん

那須高原ビール
小山田　孝司　さん

ろまんちっく村クラフトブルワリー
山下　創　さん

地拘
り

栃
木
の  

ビ
ー
ル６月に開かれた「クラフトビアフェスタ」（宇都宮市）

と
ち
ぎ
の

　

こ
だ
わ
り

　
　
　

ブ
ル
ワ
ー

　
　
　
　
　
　

た
ち

ビ
ー
ル
麦
王
国

栃木の地ビール
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、」

　

世
界
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
ビ
ー
ル
が
飲
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
数
は
２
０
０
種
類
以

上
。
分
類
に
よ
っ
て
は
何
千
何

万
種
類
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
国

内
で
多
く
の
人
が
飲
ん
で
い
る

ビ
ー
ル
は
、
そ
の
う
ち
の
ほ
ん

の
わ
ず
か
の
種
類
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

地
ビ
ー
ル
は
、
大
量
生
産
の

大
手
ビ
ー
ル
に
対
し
、
小
規
模

生
産
の
ビ
ー
ル
。
手
造
り
感
か

ら
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
各
メ
ー
カ
ー
は
、

小
規
模
生
産
の
有
利
性
を
活
か

し
て
地
域
と
密
着
し
な
が
ら
、

大
手
メ
ー
カ
ー
に
無
い
よ
う
な
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ビ
ー
ル
を

製
造
・
販
売
。
で
き
た
て
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
ビ
ー
ル
が
味
わ
え
る

併
設
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　

栃
木
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
推
進

協
議
会
は
、
栃
木
県
内
の
各
地

で
こ
だ
わ
り
の
ビ
ー
ル
を
生
産

し
て
い
る
４
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
発
足
し
ま
し
た
。
栃
木
県
の

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
情
報
を
積

極
的
に
発
信
す
る
ほ
か
、
関
係

企
業
や
支
援
機
関
と
連
携
し
、

新
し
い
技
術
や
商
品
の
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
ビ
ー
ル
の
主

原
料
の
ひ
と
つ
、
ホ
ッ
プ
栽
培

の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、

県
内
の
数
か
所
で
試
験
的
に
栽

培
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

集
め
て
い
ま
す
。
栃
木
県
に
は

す
で
に
、
優
れ
た
品
種
の
ビ
ー

ル
麦
と
、
き
れ
い
な
水
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
栃
木
県
産
ホ
ッ

プ
を
加
え
る
こ
と
で
１
０
０
％

栃
木
県
産
の
高
品
質
ビ
ー
ル
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

 

「
日
本
酒
と
い
え
ば
、
米
ど
こ

ろ
新
潟
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
。

栃
木
県
は
ビ
ー
ル
麦
ど
こ
ろ
。

ビ
ー
ル
と
言
え
ば
栃
木
県
と
た

く
さ
ん
の
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と

協
議
会
事
務
局
の
山
下
創は
じ
めさ
ん

は
言
い
ま
す
。

　

山
下
創
さ
ん
は
「
ろ
ま
ん
ち

っ
く
村
ク
ラ
フ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー
」

の
工
場
長
。
創
業
以
来
17
年
間
、

ビ
ー
ル
造
り
一
筋
の
熟
練
ブ
ル

ワ
ー
で
す
。「
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
に
造

る
こ
と
」
が
、
山
下
さ
ん
の
ビ

ー
ル
造
り
へ
の
こ
だ
わ
り
。

 

「
宇
都
宮
産
の
ビ
ー
ル
麦
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
て
、
麦
の
旨
味

た
っ
ぷ
り
の
ビ
ー
ル
を
製
造
し

て
い
ま
す
。
地
元
の
人
に
支
持

し
て
い
た
だ
け
る
味
造
り
を
目

標
に
、
地
域
に
根
づ
い
た
ブ
ル

ワ
リ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

と
山
下
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

 

「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
ク
ラ
フ
ト

ブ
ル
ワ
リ
ー
」
で
は
、
定
番
も

の
、
季
節
限
定
も
の
を
含
め
、

年
間
10 
種
類
ほ
ど
の
ビ
ー
ル
を

製
造
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

重
厚
な
味
わ
い
の
「
麦
太
郎
」、

切
れ
味
の
い
い
「
麦
次
郎
」
は

宇
都
宮
産
麦
芽
を
１
０
０
％
使

用
、
そ
れ
に
宇
都
宮
餃
子
会
の

協
力
で
完
成
さ
せ
た
、
餃
子
と

相
性
ぴ
っ
た
り
の「
餃
子
浪
漫
」

の
３
種
は
、
同
ブ
ル
ワ
リ
ー
の

定
番
商
品
。
10
年
以
上
の
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
醸
造

設
備
が
見
え
る
併
設
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
麦
の
楽
園
」
で
は
、
地

産
地
消
料
理
の
ほ
か
、
生
き
た

ビ
ー
ル
酵
母
た
っ
ぷ
り
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
ビ
ー
ル
が
味
わ
え
ま
す
。

 

こ
の
ほ
か
、
試
飲
も
で
き
る

ブ
ル
ワ
リ
ー
見
学
会
も
受
け
付

け
て
お
り「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」

の
温
泉
施
設
や
宿
泊
施
設
と
併

わ
せ
て
多
様
に
楽
し
め
ま
す
。

一
〇
〇
％
栃
木
産
ビ
ー
ル
も

栃
木
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
推
進
協
議
会

宇
都
宮
産
麦
芽
と

農
産
物
で
独
自
の
味

ろ
ま
ん
ち
っ
く
村

ク
ラ
フ
ト
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
宇
都
宮
市
）

試験栽培中のホップ畑（下）とホップの実（右）

ろまんちっく村クラフトブルワリーの定番ビール

上の小窓から発酵のようすが覗ける発酵タンク

出来上がったビールの色や香り、味もチェック

山下創さん

ろまんちっく村クラフトブルワリー 検索

栃木の地ビール
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、

 

「
プ
レ
ス
ト
ン
エ
ー
ル
ブ
ル
ワ

リ
ー
」
は
、
北
関
東
自
動
車
道

宇
都
宮
上
三
川
IC
近
く
の
大
型

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
「
ジ
ョ
イ
フ

ル
本
田
」
の
２
階
に
あ
り
ま
す
。

「
プ
レ
ス
ト
ン
」
は
、
英
国
の
都

市
の
名
前
。
同
ブ
ル
ワ
リ
ー
は
、

伝
統
的
な
英
国
醸
造
法
に
こ
だ

わ
っ
た
醸
造
所
で
す
。

 

「
ビ
ー
ル
と
い
え
ば
ド
イ
ツ
が

想
い
浮
か
び
ま
す
が
、
ド
イ
ツ

の
ビ
ー
ル
は
“
下
面
発
酵
酵

母
”
で
仕
込
む
の
で
（
ラ
ガ
ー
）、

す
っ
き
り
し
た
味
わ
い
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
国
内
で
飲
ま
れ

て
い
る
ビ
ー
ル
は
、
ほ
と
ん
ど

が
保
存
の
き
く
ラ
ガ
ー
タ
イ
プ

で
す
。
大
量
生
産
・
大
量
販
売

の
現
在
で
は
世
界
の
主
流
と
い

え
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ

ス
で
は
“
上
面
発
酵
酵
母
”
で
、

香
り
高
い
味
わ
い
と
深
い
ビ
ー

ル
（
エ
ー
ル
）
が
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
で
飲

ん
だ
あ
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ 

エ
ー
ル
の
味
を
再
現
し
た
い
と

い
う
思
い
で
作
っ
た
の
が
“
プ

レ
ス
ト
ン
エ
ー
ル
”
で
す
」
と
、

同
ブ
ル
ワ
リ
ー
の
醸
造
責
任
者

の
菊
地
明あ
き
らさ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
こ
だ
わ
り

は
、
厳
選
さ
れ
た
素
材
。
究
極

と
も
い
え
る
の
が
「
白
鷺
の

恵
」。
地
元
上
三
川
町
の
農
家

が
、
有
機
農
法
で
栽
培
し
、
天

日
で
干
し
て
作
っ
た
麦
芽
だ
け

を
使
い
ま
し
た
。
麦
本
来
の
香

り
を
生
か
す
た
め
、
ホ
ッ
プ
は

ご
く
少
量
に
抑
え
ま
し
た
。
苦

み
が
無
く
ス
ッ
キ
リ
し
た
味
わ

い
で
す
。
３
３
０
㎖
瓶
入
り
の

限
定
販
売
。
主
な
定
番
ビ
ー
ル

は
隣
接
の
「
ザ
・
プ
レ
ス
ト
ン

カ
フ
ェ
」
で
味
わ
え
ま
す
。

深
い
味
わ
い
の

英
国
系
ビ
ー
ル

プ
レ
ス
ト
ン
エ
ー
ル
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
上
三
川
町
）

成
分
無
調
整

無
ろ
過
の
生
ビ
ー
ル

那
須
高
原
ビ
ー
ル
（
那
須
町
）

　

東
北
自
動
車
道
那
須
IC
の
す

ぐ
近
く
、
那
須
街
道
沿
い
の
静

か
な
森
の
中
に
「
那
須
高
原

ビ
ー
ル
」
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
あ

り
ま
す
。
世
界
中
の
美
味
し
い

ビ
ー
ル
を
再
現
し
よ
う
と
96
年

に
創
業
。「
お
い
し
さ
に
愛
と

幸
せ
を
の
せ
て
」
を
テ
ー
マ
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
ビ
ー
ル
を

造
り
続
け
て
い
ま
す
。
98
年
に

は
栃
木
県
産
イ
チ
ゴ
「
と
ち
お

と
め
」
で
仕
込
ん
だ
初
の
ビ
ー

ル
「
イ
チ
ゴ
エ
ー
ル
」、
99

年
に
は
「
ナ
イ
ン
テ
イ
ル
ド

フ
ォ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
新
発
想

の
ビ
ー
ル
を
次
々
と
開
発
。
国

内
外
の
ビ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で

数
々
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

 

「
ナ
イ
ン
テ
イ
ル
ド
フ
ォ
ッ
ク

ス
は
、
那
須
に
伝
わ
る
“
九
尾

の
狐
伝
説
”
に
ち
な
ん
で
、
異

次
元
の
世
界
を
表
現
し
た
く
て

考
え
ま
し
た
。
古
く
な
る
ほ
ど

お
い
く
な
る
ビ
ン
テ
ー
ジ
ビ
ー

ル
で
、
鮮
度
と
は
逆
の
発
想
で

す
ね
」
と
、
発
案
者
で
社
長
の

小
山
田
孝た

か
し司

さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　

同
社
は
こ
の
ほ
か
、
那
須
の

雪
ど
け
水
で
仕
込
ん
だ
「
雪
中

熟
成
深
山
ピ
ル
ス
ナ
ー
」
な
ど
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
十
数
種

類
の
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

小
山
田
さ
ん
の
ビ
ー
ル
づ
く

り
の
こ
だ
わ
り
は
、
成
分
無
調

整
・
無
ろ
過
の
生
ビ
ー
ル
。

 

「
例
え
る
な
ら
果
汁
１
０
０
％

の
生
ジ
ュ
ー
ス
。
全
く
手
を
加

え
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
美
味
し

さ
の
エ
キ
ス
だ
け
で
な
く
、
多

く
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
繊
維
質
、

そ
れ
に
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
も
そ

の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
美
容

や
健
康
に
も
と
て
も
い
い
で
す

よ
」
と
小
山
田
さ
ん
。　「白鷺の恵」（左）と

定番の「プレストンエール」

プレストンエールブルワリーの醸造設備

醸造設備が見えるレストラン

「那須高原ビール 愛」那須の
清らかな雪どけ水で醸造した、
豊かな味わいの地ビールです

併設のレストランでは、ビールのほか、那須高原の味覚が楽しめます。
屋外で爽やかな那須高原の風を受けながら、冷たいビールは格別です

小山田孝司さん

菊地明さん
那須高原ビール 検索

プレストンエール 検索

栃木の地ビール
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、

高
品
質
多
収
穫
の
ビ
ー
ル
麦
を
育
成

　

ビ
ー
ル
麦
の
国
内
自
給
率
は

１
９
６
０
年
頃
ま
で
は
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
で
し
た
。
し
か
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
現
在
の
自
給

率
は
１
割
に
満
た
な
い
状
況
で
す
。

　

現
在
国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

ビ
ー
ル
麦
は
、主
に「
ミ
カ
モ
ゴ
ー

ル
デ
ン
」「
ス
カ
イ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」

「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
３
品

種
。
国
内
の
ビ
ー
ル
麦
の
74
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
栃
木

県
農
業
試
験
場
が
開
発
し
た
品

種
で
、
と
く
に
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル

デ
ン
」
は
、
高
品
質
で
収
量
が
多

い
こ
と
か
ら
シ
ェ
ア
を
の
ば
し
、

52
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
同
試
験
場
が
選
抜
し
て
育
て

上
げ
た
品
種
も
含
め
る
と
、
国
内

産
ビ
ー
ル
麦
の
約
９
割
が
栃
木
県

の
育
成
品
種
で
す
（
同
試
験
場
調
べ
）。

　

栃
木
県
農
業
試
験
場
で
の
ビ
ー

ル
麦
の
研
究
は
60
年
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
１
９
５
４
年
に
ビ
ー
ル

麦
の
育
種
部
門
を
設
置
し
、
今
日

ま
で
一
貫
し
て
、
高
品
質
、
多
収

穫
の
品
種
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
89
年
に
最
高
水
準
の

品
質
と
い
わ
れ
る
「
ミ
カ
モ
ゴ
ー

ル
デ
ン
」、
03
年
に
は
多
収
穫
で

病
気
に
強
い
「
ス
カ
イ
ゴ
ー
ル
デ

ン
」、
09
年
に
は
大
粒
で
多
収
穫

の
「
サ
チ
ホ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
を
開

発
。
さ
ら
に
今
年
３
月
に
は
「
ミ

カ
モ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
並
み
の
高
品

質
と
「
ス
カ
イ
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
並
み

の
多
収
性
、
そ
れ
に
病
気
に
強
い

な
ど
優
れ
た
特
性
を
併
せ
持
つ
新

し
い
ビ
ー
ル
麦
「
ア
ス
カ
ゴ
ー
ル

デ
ン
」
が
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
栃
木
県
農
業
試
験
場

で
は
、
大
麦
が
持
つ
豊
富
な
有
効

成
分
に
着
目
し
、
健
康
増
進
に
つ

な
が
る
食
品
素
材
と
し
て
活
用
す

る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

個
性
豊
か
で

自
由
な
味
わ
い

栃
木
マ
イ
ク
ロ
ブ
ル
ワ
リ
ー（
宇
都
宮
市
）

　

宇
都
宮
市
の
市
街
地
に
小
さ

な
ビ
ー
ル
醸
造
所
が
あ
り
ま
す
。

「
栃
木
マ
イ
ク
ロ
ブ
ル
ワ
リ
ー
」

は
、
年
間
生
産
量
６
㎘
ほ
ど
の

小
さ
な
ビ
ー
ル
工
場
で
す
。
ビ

ア
カ
フ
ェ
も
あ
り
、
５
人
が
け

の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
作
り
立
て
の

生
ビ
ー
ル
も
味
わ
え
ま
す
。　

　

オ
ー
ナ
ー
の
横
須
賀
貞さ
だ
お夫

さ

ん
は
11
年
間
、
県
内
の
ブ
ル
ワ

リ
ー
で
修
行
を
積
ん
だ
あ
と
、

出
身
地
で
あ
る
現
在
地
に
開
業

し
ま
し
た
。
原
料
の
選
定
か
ら

瓶
詰
め
ま
で
、
す
べ
て
の
工
程

を
自
ら
行
い
ま
す
。

 

「
ス
タ
イ
ル
に
は
こ
だ
わ
ら
な

い
」
と
い
う
の
が
横
須
賀
さ
ん

の
こ
だ
わ
り
。
ビ
ー
ル
の
概
念

を
覆
す
い
ろ
ん
な
味
わ
い
の
ビ

ー
ル
を
造
っ
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
副
原
料
に
栃
木
県
産
の
リ

ン
ゴ
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
を
使
っ

た
熟
成
フ
ル
ー
ツ
ビ
ー
ル
「
と

ち
の
め
ぐ
み
」
は
、
同
ブ
ル
ワ

リ
ー
の
自
慢
の
一
品
。
ジ
ャ
パ

ン
・
ビ
ア
カ
ッ
プ
で
09
・
10
年

と
連
続
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

な
ど
の
季
節
野
菜
や
、
ハ
ー
ブ

も
使
い
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

そ
の
数
は
年
間
50
種
類
以
上
。

併
設
の
ビ
ア
カ
フ
ェ
で
は
毎
月
、

３
種
類
の
で
き
た
て
ビ
ー
ル
が

味
わ
え
ま
す
。
こ
の
ほ
か
同
ブ

ル
ワ
リ
ー
で
は
、
手
造
り
ビ
ー

ル
体
験
や
、
お
客
さ
ん
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ

ー
ル
の
醸
造
も
行
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
県
農
業
試
験
場
　
　
　

 
麦
類
研
究
室

ビール麦の品種改良を行う栃木県農業試験場麦類研究室の五月女敏範室長

店内のカウンターで、出来立
ての限定ビールが味わえます

栃木マイクロブルワリーは１回の仕込み量 50ℓの小さ
なビール工場（小規模なので酒税法上は発泡酒です）

新しいビールを仕込む横須賀さん。
毎週火曜日と水曜日が仕込みの日です

横須賀貞夫さん

栃木マイクロブルワリー 検索

栃木の地ビール
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那
珂
川
は
、
那
須
の
山
岳
を
源
と
し
、
栃
木
県

東
部
を
南
下
す
る
関
東
屈
指
の
清
流
で
す
。
流

れ
は
、
那
須
烏
山
市
付
近
で
大
き
く
蛇
行
。
川

幅
が
広
く
、
美
し
い
景
観
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
生
態
系
は
豊
か
で
、
夏
に
は
鮎
が
、

秋
に
は
鮭
の
遡
上
も
見
ら
れ
ま
す
。
い
ま
那
珂

川
で
は
、
穏
や
か
な
流
れ
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
自

然
と
一
体
に
な
っ
て
川
を
下
る
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ

ン
グ
が
人
気
で
す
。
本
格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
那
珂
川
町
に
あ
る
栃
木
県

立
馬
頭
高
校
で
は
恒
例
の
カ
ヌ
ー
実
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
那
珂
川
は
、
最
も
美
し

い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
緩
や
か
な
流
れ
を
使
っ

て
、
家
族
や
ビ
ギ
ナ
ー
向
け
の
カ
ヌ
ー
教
室
、

浅
瀬
で
は
川
遊
び
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
、

夏
を
満
喫
す
る
人
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
す
。

大松橋付近（那珂川町） 大沢橋付近（那須烏山市）

カヌーから見た那珂川沿岸（馬頭高校撮影）

栃木県立馬頭高校（那珂川町）には全国
唯一の内陸における水産専門学科「水産
科」があります。同科が毎年５月に実施
している「カヌー実習」は、今年で 22 回
目。同校の恒例の行事として定着してい
ます。今年は 5月 23、24 日に行われ、同
科の生徒 20 人が参加。那珂川の河川環境
を観察しながら、１泊２日の日程で那珂
川町から約 40kmの川下りを体験しました。

馬頭高校で恒例のカヌー実習

清
流
カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ
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那珂川で、カヌーを楽しむ人が増えています。と
くに那須烏山市付近では、緩やかな流れを利用し
て初心者向けのカヌー教室も開かれています。馬
頭高校のカヌー実習を長年サポートしている高橋
克佳さん（那須烏山市）は、たくさんの人にカヌー
の面白さを知ってほしいと、ビギナー向けの「カ
ヌー教室」を開いています。カヌーツーリングの
ほかにも、緩やかな流れに身を任せながらの「エ
コラフティング」など、それぞれの嗜好にあわせ
て、気軽に楽しめる川遊びも指導しています。「那
珂川には、昔ながらの手つかずの自然がたくさん
残っていて、関東では数少ない清流のひとつとい
えます。カヌーで下ると、たくさんの植物や野鳥、
魚たちも見られます。とくに秋は、川から眺める
紅葉が見事です」と高橋さん。また那珂川の近く
には、観光ヤナや川魚店が点在し、新鮮な川魚料
理が味わえます。
（写真提供：栃木カヤックセンター）

初心者向けカヌー教室や川魚料理も

下野大橋付近（那須烏山市）を下
る馬頭高校水産科の生徒たち。こ
の日は天候には恵まれたものの、
水量が少なく、カヌー下りにとっ
ては、あいにくのコンディション。
予定よりも大幅に時間が遅れ、こ
の日のゴール地点、茂木町大瀬に
到着したのは夕方５時すぎでした

パドルを巧みに操りながら浅瀬
を下る生徒たち（馬頭高校撮影）

緩やかな流れの中、自然を観察しながら
川下りを楽しむ生徒たち（馬頭高校撮影）紅葉の那珂川

静かにカヌーを浮かべていると、
たくさんの魚たちとも出会えます

春の那珂川
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このページの写真は「とちぎフォトライブラリー」から
ダウンロードできます

古峯神社から約 4km、標高 1300m の高原です。春から紅葉
の秋まで、山歩きが楽しめます。夏は、爽やかな高原の風を受
けながらのハイキングが人気です。古峯神社の近くから登山
道があり、三

さんまいいわ

枚石を経て横根高原に向かうコースもあります。

日
光
国
立
公
園
内
の
標
高
約
１
２
０
０
m
の

高
原
に
開
か
れ
た
、
の
ど
か
で
お
お
ら
か
な

放
牧
育
成
牧
場
で
す
。
敷
地
内
に
は
、
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
や
体
験
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど

が
あ
り
、
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

霧
降
高
原
は
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群
生
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
に
か
け
て
標
高

１
６
０
０
m
の
小
丸
山
の
中
腹
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の

黄
色
い
花
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。
高
原
か
ら
の
眺
め
は
雄
大

で
、
関
東
平
野
を
一
望
。
時
に
は
雲
海
も
見
ら
れ
ま
す
。

古
こ ぶ が は ら

峰ヶ原高原（鹿沼市）

那須街道の赤松林（那須町）

大
笹
牧
場
（
日
光
市
）

霧
降
高
原
キ
ス
ゲ
平
（
日
光
市
）

那須高原へのブロローグ、那須街道。街道沿いに約 79ha
の天然林があります。約１４０００本のアカマツ林の中を
那須高原からのさわやかな風が吹き抜けます。林の中に
は約 5.8km の遊歩道が整備され、森林浴が楽しめます。

涼
風
が
吹
く
緑
の
高
原

と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選
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涼を売る
1980 年 8 月号より

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ
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（広報誌「とちぎ」1980 年 6 月号より）

（広報誌「とちぎ」1980 年 8 月号より）

（広報誌「とちぎ」1980 年 8 月号より）

足尾町（現日光市）に廃坑道を利用し
た「銅山観光」が4月23日にオー
プンした。同町の銅山は 40(1973)
年 2月に約 400 年の歴史を閉じたが、
銅にかわるもので活路を見出したもの

銅山観光がオープン（足尾町）

花いっぱい運動（上三川町）

１市２町で河川愛護活動
（佐野市）

上三川町では町ぐるみで「花いっぱい
運動」を続けている。「クリーン上三川」
の呼びかけに 78 の自治会が協賛。婦
人会、青年団、商工会、老人クラブな
ども参加。今では、町の主要道路には
ほとんど植えられ、色とりどりの花が
咲いている

佐野市、葛生町、田沼町１市２町（現佐野市）に「秋
山川をきれいにする会」がある。180 団体が加入し、
定例会には約１万人が参加し清掃活動を行っている

１９８０とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ
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増
山
さ
ん
は
、
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
て
10
年
に
な
り
ま
す
。
大
学

卒
業
後
、
祖
父
の
代
か
ら
続
く
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
父
親
の
輝
男

さ
ん
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
傍
ら
、
ガ
ラ
ス
施
工
の
技
術
を
学
ぶ
た

め
に
、
東
京
の
職
業
訓
練
校
に
２
年
間
通
い
ま
し
た
。
29
歳
の
と
き

に
１
級
ガ
ラ
ス
施
工
技
能
士
を
取
得
し
、
今
回
34
歳
で
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
に
初
挑
戦
。
同
職
種
最
年
少
で
優
勝
し
ま
し
た
。

 

「
ガ
ラ
ス
施
工
」
職
種
の
課
題
は
、
施
工
図
に
従
っ
て
、
６
時
間
以

内
に
家
の
模
型
を
造
り
ま
す
。
審
査
で
は
、
寸
法
の
精
度
、
施
工
の

手
順
な
ど
、
基
本
に
忠
実
な
姿
勢
も
高
い
評
価
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

 

「
ガ
ラ
ス
の
施
工
の
仕
事
は
、
大
き
な
ビ
ル
か
ら
一
般
家
庭
の
小
さ

な
窓
ま
で
、
幅
広
い
需
要
が
あ
り
ま
す
。
熟
練
が
必
要
な
仕
事
で
す

が
、と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
」と
増
山
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

 

「
か
わ
ら
ぶ
き
」
職
種
の
競
技
は
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
作

業
時
間
は
あ
わ
せ
て
10
時
間
に
及
び
ま
し
た
。
作
業
現
場
を
想
定
し

た
「
屋
根
架
台
」
に
、
課
題
図
面
を
も
と
に
、
素
早
く
美
し
い
瓦
屋

根
を
製
作
す
る
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
が
、
こ
の
道
に
入
っ
た
の
は
高
校
生
の
と
き
。
親
戚
の

家
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
次
第
に
仕
事
が
面
白
く
な

り
、
29
歳
で
独
立
。
こ
の
道
一
筋
16
年
に
な
り
ま
す
。
２
年
に
１
度

開
催
の
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
初
挑
戦
で
す
が
、
昨
年
は
「
全
瓦
連

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝（
国
交
大
臣
賞
）し
、２
大
会
を
連
覇
し
ま
し
た
。

 

「
と
て
も
奥
が
深
い
の
が
こ
の
仕
事
の
魅
力
で
す
ね
。
瓦
は
焼
き
物

な
の
で
、
形
が
１
枚
１
枚
微
妙
に
違
い
ま
す
。
そ
れ
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
っ
て
違
っ
た
表
情
に
な
る
ん
で
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、

今
後
は
社
寺
の
建
築
に
も
携
わ
り
た
い
」
と
渡
邉
さ
ん
。

　

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
熟
練
技
能
士
が
、
日
本
一

を
競
う
「
第
27
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」
が
今
年
２
月

に
幕
張
メ
ッ
セ
（
千
葉
県
）
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
は
２
年
に
１
回
開
か
れ
、
今
大
会
に
は
全

国
か
ら
４
８
２
人
の
技
能
士
が
出
場
し
、
28
職
種
で

“
技
能
日
本
一
”
を
競
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
栃

木
県
か
ら
出
場
し
た
３
人
が
優
勝
し
、
日
本
一
の
栄

冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
一
に
輝
い
た
の
は
「
日
本
料
理
」
職
種
の
秋

山
忠
勇
さ
ん
（
日
光
市
）
と
「
ガ
ラ
ス
施
工
」
職
種

の
増
山
和
晃
さ
ん
（
小
山
市
）
そ
れ
に
「
か
わ
ら
ぶ

き
」
職
種
の
渡
邉
知
寿
さ
ん
（
栃
木
市
）
で
す
。

　

こ
の
う
ち
秋
山
さ
ん
は
「
特
に
優
秀
」
と
認
め

ら
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

賞
は
、
各
職
種
の
優
勝
者
の
中
か
ら
特
に
評
価
が

高
か
っ
た
４
人
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
日
本
料
理
」
職
種
に
は
、
全
国
か
ら
44
人
が
出

場
。
競
技
は
①
平
目
の
薄
作
り
②
煮
物
椀
③
酢
肴

と
、
残
っ
た
食
材
を
使
っ
て
の
④
応
用
料
理
の
４

課
題
で
腕
を
競
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ

た
時
間
に
一
番
美
味
し
い
状
態
で
提
出
し
ま
す
。

「
日
本
料
理
の
魅
力
は
季
節
感
」
と
い
う
秋
山
さ

ん
。
高
校
卒
業
後
、
県
内
各
地
の
温
泉
ホ
テ
ル
や

料
亭
な
ど
で
、
日
本
料
理
一
筋
に
今
日
ま
で
25
年

間
、
腕
を
磨
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
日
光
市
瀬
尾
に
あ
る
「
日
光
東
照
宮

晃
陽
苑
」
の
料
理
長
を
つ
と
め
、
後
進
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
料
理
は
季
節
感
が
命
で
す
。
季
節
の
食
材

を
使
っ
て
、
そ
の
と
き
の
季
節
を
表
現
す
る
よ
う

に
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
秋
山
さ
ん
。
今

後
は
も
っ
と
大
き
な
舞
台
で
活
躍
し
、
最
終
的
に

は
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

「
会
席
料
理
を
出
す
よ
う
な
大
き
な
お
店
で
な
く
、

季
節
の
一
品
料
理
で
、
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け

る
よ
う
な
小
さ
な
お
店
が
い
い
で
す
ね
」

日本料理で総理大臣賞
秋山忠

ただお

勇さん（日光市）

厚生労働大臣賞

渡邉知
ともひさ

寿さん（栃木市）
かわらぶき日本一

厚生労働大臣賞

増山和
かずあき

晃さん（小山市）
ガラス施工日本一 シリーズ●とちぎのひと人 栃木県から３人が日本一

第 27 回 技能グランプリ
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店主の鈴木正夫さん（右）と祐子さん

ひまわりバーガー

　ふかふかのパンに、さくさくの天ぷらを挟んだ新しい
味のハンバーガー「ひまわりバーガー」。“野木ブラン
ド”にも認定され、町の名物として人気を集めていま
す。パンと天ぷらの奇妙な組み合わせ。実は、天ぷら
割烹「てん八」では、古くから賄い料理として食べて
いました。店主の鈴木正夫さんは、天ぷらを揚げ続け
て 34 年。匠丼屋「てん八」と改名した現在でも、天
ぷらを中心としたメニューにこだわっています。天ぷら
の具は、ぷりぷりの生エビのほか、キャベツ、サツマイ
モ、カボチャなど、地元の野菜がたっぷり。高級ごま油
でカラッと揚げて、野木町のシンボル、ヒマワリの種を
トッピングしました。ソースは天丼のタレに独自のアレ
ンジを加え、すこし甘めにしました。野木町では今年
も８月２日から４日まで、恒例のひまわりフェスティ
バルが開かれます。会場には「ひまわりバーガー」も
出店。熟練の天ぷら職人による揚げたてが味わえます。

（野木町）

匠丼屋 てん八
野木町南赤塚 199-4
☎ 0280-55-2539
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